
(57)【要約】

プレート、例えば、画素電極（７２）及び薄膜トランジ

スタ（６９）を備えている画素（４－８）のような表示

要素と、キャビティ（２８）上方に薄膜層から形成され

るマイクロホン、スピーカ又はブザーのような音響トラ

ンスジューサ（１０）が上に形成されるガラスプレート

（２）を備えている表示基板（１）について記述する。

キャビティ（２８）は、ガラスプレート（２）を深さ方

向に粉体ブラスチングすることにより形成することがで

きる。集積化した音響トランスジューサ（１０）を有す

る表示基板（１）は、表示デバイス、例えば液晶表示デ

バイスに組み込むことができる。絶縁材料製のプレート

（１０２）と、該プレート内のキャビティ（１２０）と

、前記プレート上に堆積した複数の層と、これらの堆積

層から形成され、キャビティ（１２０）の上方に位置す

る可動部材（１２２）とを具えている個別の音響トラン

スジューサについても記述する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ レ ー ト と 、 該 プ レ ー ト 上 に 形 成 し た １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ ー ネ ン ト と 、 キ ャ ビ テ ィ を 覆
っ て 前 記 プ レ ー ト 上 に 形 成 し た 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 表
示 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ が マ イ ク ロ ホ ン 又 は ス ピ ー カ で あ り 、 且 つ 前 記 音 響 ト ラ ン ス ジ
ュ ー サ が 、 固 定 電 極 と 、 ダ イ ア フ ラ ム 電 極 を 含 む 可 動 ダ イ ア フ ラ ム と を 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
プ レ ー ト を 用 立 て る ス テ ッ プ と 、 前 記 プ レ ー ト に １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ ー ネ ン ト を 形 成 す
る ス テ ッ プ と 、 キ ャ ビ テ ィ を 覆 っ て 前 記 プ レ ー ト 上 に 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る ス
テ ッ プ と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 基 板 の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る ス テ ッ プ が 、 固 定 電 極 と 、 ダ イ ア フ ラ ム 電 極 を 含 む
可 動 ダ イ ア フ ラ ム と を 備 え て い る マ イ ク ロ ホ ン 又 は ス ピ ー カ を 形 成 す る ス テ ッ プ を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ダ イ ア フ ラ ム 電 極 を 前 記 １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ ー ネ ン ト の 少 な く と も 第 １ 部 分 と 同 じ
導 体 層 か ら 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 基 板 、 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 固 定 電 極 を 前 記 １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ ー ネ ン ト の 少 な く と も 第 ２ 部 分 と 同 じ 導 体 層 か
ら 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ５ に 記 載 の 表 示 基 板 、 又 は 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 可 動 ダ イ ア フ ラ ム が 絶 縁 層 も 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 表 示 基 板 又 は 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ダ イ ア フ ラ ム の 絶 縁 層 を 前 記 １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ ー ネ ン ト の 少 な く と も 一 部 と 同 じ
絶 縁 層 か ら 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 表 示 基 板 又 は 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 キ ャ ビ テ ィ が 前 記 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と 前 記 プ レ ー ト の 表 面 と の 間 に あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ５ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 基 板 、 又 は 請 求 項 ３ ～ ８ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 キ ャ ビ テ ィ を 前 記 プ レ ー ト 内 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ５ ～ ８ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 基 板 、 又 は 請 求 項 ３ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 キ ャ ビ テ ィ が 前 記 プ レ ー ト の 深 さ 全 体 に わ た っ て 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
０ に 記 載 の 表 示 基 板 又 は 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 キ ャ ビ テ ィ を 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に よ る キ ャ ビ テ ィ と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求
項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 表 示 基 板 又 は 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 表 示 基 板 が 液 晶 表 示 デ バ イ ス 用 の 能 動 マ ト リ ッ ク ス 基 板 と な る よ う に 、 前 記 １ つ 以 上
の 表 示 コ ン ポ ー ネ ン ト が 能 動 マ ト リ ッ ク ス ア レ イ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求
項 １ ， ２ 又 は ５ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 基 板 、 又 は 請 求 項 ３ ～ １ ２ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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前 記 能 動 マ ト リ ッ ク ス ア レ イ が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 備 え 、 且 つ 前 記 ダ イ ア フ ラ ム 電 極 が 前
記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と 同 じ 導 体 層 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項
５ に 従 属 す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 表 示 基 板 又 は 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 能 動 マ ト リ ッ ク ス ア レ イ が 画 素 電 極 を 備 え 、 且 つ 前 記 固 定 電 極 が 前 記 画 素 電 極 と 同 じ
導 体 層 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 従 属 す る 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ に 記 載 の
表 示 基 板 又 は 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 表 示 基 板 が 液 晶 表 示 デ バ イ ス 用 の 受 動 基 板 と な る よ う に 、 前 記 １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ
ー ネ ン ト を 共 通 電 極 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ５ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 表 示 基 板 、 又 は 請 求 項 ３ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
絶 縁 材 料 製 の プ レ ー ト と 、 該 プ レ ー ト 内 の キ ャ ビ テ ィ と 、 前 記 プ レ ー ト 上 に 堆 積 し た 複 数
の 層 と 、 前 記 堆 積 層 か ら 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ を 覆 っ て 位 置 付 け ら れ る 可 動
部 材 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ が さ ら に 、 前 記 可 動 部 材 に 対 向 す る 固 定 電 極 も 備 え 、 前 記 可 動
部 材 が 第 １ 金 属 層 か ら 形 成 し た 可 動 電 極 を 備 え 、 前 記 第 １ 金 属 層 を 前 記 複 数 の 層 の １ つ と
し 、 前 記 絶 縁 層 を 前 記 複 数 の 層 の う ち の 他 の １ つ と し 、 且 つ 前 記 固 定 電 極 を 第 ２ 金 属 層 か
ら 形 成 し 、 該 第 ２ 金 属 層 を 前 記 複 数 の 層 の う ち の さ ら に 別 の 層 と す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ７ に 記 載 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
絶 縁 材 料 製 の プ レ ー ト を 用 立 て る ス テ ッ プ と 、 前 記 プ レ ー ト 上 に 複 数 の 層 を 堆 積 す る ス テ
ッ プ と 、 前 記 プ レ ー ト に キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 堆 積 層 か ら 、 前 記 キ ャ ビ
テ ィ を 覆 っ て 位 置 付 け ら れ る 可 動 部 材 を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す
る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 可 動 部 材 に 対 向 す る 固 定 電 極 を 形 成 す る ス テ ッ プ も 備 え 、 且 つ 前 記 可 動 部 材 を 、 前 記
複 数 の 層 の １ つ で あ る 第 １ 金 属 層 と 、 前 記 複 数 の 層 の う ち の 、 他 の １ つ で あ る 絶 縁 層 と か
ら 形 成 し 、 且 つ 前 記 固 定 電 極 を 、 前 記 複 数 の 層 の う ち の さ ら に 他 の 層 で あ る 第 ２ 金 属 層 か
ら 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 キ ャ ビ テ ィ を 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に よ り 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 又 は ２ ０
に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 表 示 基 板 及 び 表 示 デ バ イ ス 、 例 え ば 表 示 基 板 を 内 蔵 す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス に 関
す る も の で あ る 。 本 発 明 は 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ に も 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
多 く の 電 気 製 品 、 例 え ば 、 ポ ー タ ブ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 パ ー ソ ナ ル オ ー ガ ナ イ ザ ー 及 び 携 帯
電 話 は 、 １ つ 以 上 の 表 示 デ バ イ ス と １ つ 以 上 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 表 示 デ バ イ ス に は 、 液 晶 、 プ ラ ズ マ 、 ポ リ マ 発 光 ダ イ オ ー ド 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド
及 び 電 界 放 出 型 の 表 示 デ バ イ ス が あ る 。 こ の よ う な デ バ イ ス は 一 般 に 、 ２ つ の 対 向 す る 表
示 基 板 を 、 こ れ ら 基 板 間 に お け る 電 気 的 に 制 御 可 能 な 光 変 調 層 又 は ア レ イ と 一 緒 に 備 え て
い る 。 光 変 調 層 又 は ア レ イ は 、 一 方 の 表 示 基 板 の 上 か 、 又 は ２ つ の 表 示 基 板 間 の ギ ャ ッ プ
内 に 設 け ら れ る 。 表 示 基 板 の １ つ が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） の 能 動 マ ト リ ッ ク ス を 有
し て い る 代 表 的 な 液 晶 表 示 デ バ イ ス が 米 国 特 許 第 5,130,829号 に 開 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
通 常 用 い ら れ る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 例 に は 、 マ イ ク ロ ホ ン 、 ス ピ ー カ 、 圧 電 ブ ザ ー が
あ る 。 電 気 製 品 に は ２ つ 以 上 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 必 要 と す る も の が よ く あ る 。 例 え
ば 、 携 帯 電 話 は 一 般 に 、 音 声 入 力 用 の マ イ ク ロ ホ ン と 、 オ ー デ ィ オ 出 力 用 の ス ピ ー カ と 、
ユ ー ザ の 注 意 を 促 す ブ ザ ー と を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
電 気 製 品 に 対 し て は 、 そ れ ら の 機 能 性 の レ ベ ル を 高 め る 傾 向 が あ り 、 こ の た め に 、 こ れ ら
製 品 の ユ ー ザ に は よ り 多 く の 情 報 を 表 示 さ せ る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 大 面 積 の 表 示 デ バ イ
ス が 要 求 さ れ る 。 し か し な が ら 、 こ れ と は 逆 に 、 特 に 携 帯 機 器 の 場 合 に は 、 こ れ ら の 製 品
を 小 形 化 す る 傾 向 に あ る 。 し か し 、 例 え ば 携 帯 電 話 を 小 形 化 し て も 、 テ キ ス ト メ ッ セ ー ジ
及 び イ ン タ ー ネ ッ ト の 内 容 を 表 示 す る た め に 、 大 き め の 表 示 デ バ イ ス が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 っ て 、 表 示 デ バ イ ス も 含 む 製 品 に と っ て は 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 如 き コ ン ポ ー ネ ン
ト に 利 用 で き る ス ペ ー ス が ま す ま す 不 足 す る こ と に な る 。 こ の よ う な 問 題 を 軽 減 す る た め
の 従 来 の 解 決 策 は 、 小 形 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 し て 使 用 す る こ と に あ る 。 し か し
、 一 般 に こ の よ う な コ ン ポ ー ネ ン ト の サ イ ズ を 小 さ く す る と 、 そ れ ら の 製 造 単 価 が 高 く な
る 。 ま た 、 最 終 製 品 へ の そ れ ら コ ン ポ ー ネ ン ト の ア セ ン ブ リ 、 接 続 及 び 試 験 が よ り 厄 介 な
も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
小 形 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 形 成 を 表 示 デ バ イ ス と は 別 に す る と 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー
サ の 分 野 （ 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 表 示 デ バ イ ス と 一 緒 に 使 用 す る 考 え と は 全 く 別 ） で は
、 シ リ コ ン ウ ェ ハ 上 に 堆 積 し た 薄 膜 層 を 用 い て 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ ユ ニ ッ ト を 形 成 す る
こ と は 既 知 で あ る 。 こ の よ う な 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ に つ い て は 、 Quanbo Zou外 に よ る 論
文 、 “ Design and Fabrication of Silicon Condenser Microphone Using Corrugated Di
aphragm Technique” , Journal of Microelectromechanical Systems, Vol. 5, No. 3, 1
996年 9月 ； Seung S. Lee外 に よ る 論 文 、 “ Piezoelectric Cantilever Microphone and Mi
crospeaker” , Journal of Microelectromechanical Systems, Vol. 5, No. 4, 1996年 12
月 ； 及 び EP-A-0 979 992に 開 示 さ れ て い る 。 多 数 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ は 、 慣 例 の バ ッ
チ 処 理 法 に て 各 シ リ コ ン ウ ェ ハ に 形 成 し 、 そ の 後 、 ウ ェ ハ を ス ラ イ ス す る こ と に よ り 個 々
の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る よ う に し て 形 成 す る こ と が で き 。 こ れ に 伴 な う 製 法 技
術 は 、 「 マ イ ク ロ マ シ ン ニ ン グ 」 と も 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ ら の タ イ プ の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ は 小 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 薄 膜 層 は 、 音 響
ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 作 動 に 必 要 と さ れ る 集 積 半 導 体 回 路 を 形 成 す る の に 用 い る こ と も で き
る 。 し か し 、 １ つ 以 上 の 表 示 デ バ イ ス を 含 む こ と に よ り ス ペ ー ス が 貴 重 に な る 製 品 に と っ
て 、 斯 様 な 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 使 用 は 、 各 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の パ ッ ケ ー ジ ン グ が
最 終 製 品 に 固 有 の ス ペ ー ス を 必 要 と す る か ら 、 ス ペ ー ス の 不 足 問 題 を 十 分 に 解 決 す る こ と
に は な ら な い 。 さ ら に 、 最 終 製 品 内 へ の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 挿 入 及 び 結 線 は 、 こ の よ
う な 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 極 め て 小 形 に す る こ と の た め に 特 に 厄 介 に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 上 述 し た 問 題 に 対 し て は 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の サ イ ズ を 単 に 縮 小 す る 以 外 の
別 の 解 決 策 を 提 供 す る の が 望 ま し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 第 １ の 要 点 は 、 プ レ ー ト と 、 該 プ レ ー ト 上 に 形 成 し た １ つ 以 上 の 表 示 コ ン ポ ー ネ
ン ト と 、 キ ャ ビ テ ィ を 覆 っ て 前 記 プ レ ー ト 上 に 形 成 し た 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と を 備 え て
い る 表 示 基 板 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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本 発 明 の 第 ２ の 要 点 は 、 前 記 第 １ の 要 点 に よ る 表 示 基 板 を 備 え て い る 表 示 デ バ イ ス に あ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 、 表 示 デ バ イ ス を 構 成 す る 表 示 基 板 の １ つ の 集 積 化 部
分 と し て 形 成 す る こ と に よ り 、 集 積 化 さ れ た 表 示 デ バ イ ス と 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成
す る ア イ デ ア に 由 来 す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 表 示 デ バ イ ス と 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と の
双 方 を 必 要 と す る 製 品 に お け る ス ペ ー ス を 節 約 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 音 響 ト ラ ン ス
ジ ュ ー サ を 最 終 製 品 に 別 個 に 挿 入 し て 表 示 デ バ イ ス に 結 線 す る 際 の 作 業 を 省 く こ と が で き
る 。 こ れ は 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 表 示 デ バ イ ス の 基 板 上 に 小 形 に 形 成 す る 場 合 に 特 に
有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
表 示 基 板 を 形 成 す る プ レ ー ト は 、 ガ ラ ス 、 石 英 又 は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 と す る の が 好 適 で あ
る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 こ の よ う な 材 料 は 慣 例 の 表 示 デ バ イ ス 用 の 基 板 材 料 と し
て 通 常 用 い ら れ て い る の で 、 表 示 デ バ イ ス を 特 に 経 済 的 に 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 第 ３ の 要 点 は 、 プ レ ー ト を 用 立 て る ス テ ッ プ と 、 前 記 プ レ ー ト に １ つ 以 上 の 表 示
コ ン ポ ー ネ ン ト を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 キ ャ ビ テ ィ 上 方 の 前 記 プ レ ー ト 上 に 音 響 ト ラ ン ス
ジ ュ ー サ を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 備 え て い る 表 示 基 板 の 形 成 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 第 ４ の 要 点 は 、 前 記 第 ３ の 要 点 に よ る 方 法 を 用 い て 表 示 基 板 を 形 成 す る ス テ ッ プ
を 含 む 表 示 デ バ イ ス の 形 成 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
キ ャ ビ テ ィ は プ レ ー ト 内 に 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 に 、 キ ャ ビ テ ィ は 基 板 の 深 さ 全
体 に わ た っ て 延 在 さ せ る こ と が で き る 。 キ ャ ビ テ ィ は 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ （ 噴 射 ） に よ っ て
形 成 す る の が 好 適 で あ り 、 こ の 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に よ る と 、 強 度 な プ レ ー ト 材 料 に キ ャ ビ
テ ィ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
キ ャ ビ テ ィ は 、 １ つ 以 上 の 犠 牲 的 な 層 を 用 い る こ と に よ っ て 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と プ
レ ー ト の 表 面 と の 間 に 形 成 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 設 計 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
同 じ 基 板 上 に 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 並 び に １ つ 以 上 の 表 示 要 素 を ま と め て 形 成 す る こ と に
よ り 、 処 理 ス テ ッ プ 、 特 に 様 々 な 薄 膜 層 の 堆 積 及 び /又 は エ ッ チ ン グ ス テ ッ プ を 共 有 さ せ
る こ と が で き る た め 、 生 産 工 程 が 簡 単 に な る 。 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ は 、 固 定 電 極 と ダ イ
ア フ ラ ム 電 極 を 構 成 す る 可 動 ダ イ ア フ ラ ム と を 備 え て い る マ イ ク ロ ホ ン 又 は ス ピ ー カ と す
る こ と が で き る 。 こ の 場 合 の ダ イ ア フ ラ ム 電 極 は 、 表 示 基 板 上 に 形 成 す る そ れ ぞ れ の 表 示
要 素 の 少 な く と も 第 １ 部 分 と 同 じ 導 体 層 か ら 形 成 す る の が 好 適 で あ る 。 さ ら に 、 固 定 電 極
は 、 表 示 基 板 上 に 形 成 す る そ れ ぞ れ の 表 示 要 素 の 少 な く と も 第 ２ 部 分 と 同 じ 導 体 層 か ら 形
成 す る の が 好 適 で あ る 。 可 動 ダ イ ア フ ラ ム は さ ら に 絶 縁 層 も 備 え 、 こ の 場 合 、 こ の 絶 縁 層
は そ れ ぞ れ の 表 示 要 素 の 少 な く と も 一 部 と 同 じ 絶 縁 層 か ら 形 成 し て 、 生 産 工 程 を 簡 単 に す
る の が 好 適 で あ る 。 し か し 、 絶 縁 層 （ 又 は 実 際 に は い ず れ か の 他 の 層 ） は 、 音 響 ト ラ ン ス
ジ ュ ー サ 及 び 表 示 要 素 の 個 々 の 性 能 特 性 を 最 適 に す る た め に 別 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
表 示 基 板 は 液 晶 表 示 デ バ イ ス 用 の 能 動 マ ト リ ッ ク ス 表 示 基 板 と し 、 且 つ 表 示 要 素 が 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 及 び 画 素 電 極 を 含 む よ う に す る の が 好 適 で あ る 。 こ の 場 合 、 ダ イ ア フ ラ ム 電 極
は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と 同 じ 導 体 層 か ら 形 成 す る の が 好 適 で あ り 、 ま た 、 固 定 電 極
は 画 素 電 極 と 同 じ 導 体 層 か ら 形 成 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
表 示 デ バ イ ス を 、 ２ つ 以 上 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 必 要 と す る 最 終 製 品 用 の も の と す る
場 合 に は 、 複 数 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を １ つ の 表 示 基 板 上 に 形 成 す る こ と に よ り 、 本 発
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明 に 由 来 す る 恩 恵 が 倍 化 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 第 ５ の 要 点 は 、 絶 縁 材 料 製 の 基 板 と 、 該 基 板 内 の キ ャ ビ テ ィ と 、 前 記 基 板 上 に 堆
積 し た 複 数 の 層 と 、 前 記 堆 積 層 に よ り 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ の 上 に 位 置 付 け
ら れ る 可 動 部 材 と を 備 え て い る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 第 ６ の 要 点 は 、 絶 縁 材 料 製 の 基 板 を 用 立 て る ス テ ッ プ と 、 前 記 基 板 上 に 複 数 の 層
を 堆 積 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 基 板 に キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 堆 積 層 か ら 、
前 記 キ ャ ビ テ ィ 上 に 位 置 付 け ら れ る 可 動 部 材 を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 備 え て い る 音 響 ト ラ
ン ス ジ ュ ー サ の 形 成 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
固 定 電 極 を 可 動 部 材 に 対 向 し て 形 成 し ； 前 記 可 動 部 材 を 、 複 数 の 層 の １ つ と す る 第 １ 金 属
層 と 、 前 記 複 数 層 の う ち の 、 他 の １ つ と す る 絶 縁 層 と か ら 形 成 し ； 且 つ 前 記 固 定 電 極 を 、
前 記 複 数 層 の う ち の 、 さ ら に 他 の 層 と す る 第 ２ 金 属 層 に よ り 形 成 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
キ ャ ビ テ ィ は 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に よ り 形 成 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 本 発 明 に 係 る 第 ５ 及 び 第 ６ の 要 点 は 、 前 述 し た 本 発 明 の 第 １ ～ 第 ４ の 要 点 に よ る 音 響
ト ラ ン ス ジ ュ ー サ も 、 こ れ を 表 示 基 板 上 に 集 積 化 し て な い 従 来 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 以
上 の 潜 在 的 な 特 典 を も た ら す と 云 う こ と に 由 来 す る 。 例 え ば 、 絶 縁 基 板 の 上 に 層 を 堆 積 し
、 こ の 絶 縁 基 板 に キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る こ と に よ っ て 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る こ
と に よ り 、 丈 夫 で 廉 価 な 基 板 材 料 か ら 有 効 で 小 形 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 作 る こ と が で
き た め 、 前 述 し た 従 来 の シ リ コ ン ウ ェ ハ を 基 体 と す る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ に 比 べ て 、 パ
ッ ケ ー ジ ン グ 及 び /又 は 処 理 及 び /又 は 材 料 コ ス ト が 短 縮 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ５ 及 び
第 ６ の 要 点 に よ る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ は 、 表 示 基 板 に 共 通 す る そ れ ら の 特 徴 の お か げ で
、 そ れ ら の 物 理 的 な 外 形 又 は 表 示 デ バ イ ス と 並 べ て の 最 終 製 品 内 へ の 組 み 込 み パ ッ ケ ー ジ
ン グ が 慣 例 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ に 比 べ て 簡 単 に な る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
従 属 請 求 項 で は 、 上 述 し た 様 々 な 特 典 に 加 え 、 本 発 明 の さ ら な る 特 典 や 、 可 能 性 を 規 定 し
て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 述 す る た め に 、 添 付 の 図 面 に 従 っ て こ れ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 図 面 は 概 略 的 に 示 し た も の で あ っ て 、 実 寸 図 示 し た も の で は な い 。 そ れ ぞ れ の 図 に
お け る 各 部 の 相 対 的 な 寸 法 及 び 比 率 は 明 瞭 化 の た め 及 び 図 面 の 都 合 で 拡 大 し た り 、 縮 小 し
て 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ は 、 第 １ 実 施 例 に て 形 成 さ れ る 表 示 基 板 １ の 部 分 の 概 略 図 で あ る 。 表 示 基 板 １ は ガ ラ
ス プ レ ー ト ２ を 備 え て い る 。 慣 例 の 表 示 基 板 と 同 じ よ う に 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 上 側 面 （
図 １ で 見 て ） に は 複 数 の 表 示 要 素 が 設 け ら れ て い る 。 “ 表 示 要 素 ” な る 用 語 は 、 こ こ で は
、 表 示 基 板 に お け る 、 こ の 表 示 基 板 の 表 示 機 能 に 貢 献 す る 部 分 を 指 す の に 用 い る 。 こ の 実
施 例 に お け る 複 数 の 表 示 要 素 は 画 素 ア レ イ を 包 含 す る 。 こ の よ う な 画 素 が 多 数 設 け ら れ る
の で あ る が 、 明 瞭 化 の た め に 、 図 １ で は こ れ ら の 画 素 の ５ つ だ け 、 即 ち 画 素 ４ ， ５ ， ６ ，
７ 及 び ８ だ け を 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 上 側 面 に は 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ 、 即 ち 、 １ タ イ プ の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ
ー サ も 設 け ら れ て い る 。 こ の 例 で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 上 側 面 上 か ら 見 た マ イ ク ロ ホ ン
の 形 状 は ほ ぼ 円 形 を し て い る 。 こ の マ イ ク ロ ホ ン １ ０ は 、 固 定 電 極 と 振 動 電 極 と を 備 え て
い る コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン で あ る 。 こ れ ら の 各 マ イ ク ロ ホ ン 電 極 に 対 す る 外 部 接 点 、 即
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ち 振 動 電 極 用 の 接 点 １ ２ 及 び 固 定 電 極 用 接 点 １ ３ も ガ ラ ス プ レ ー ト 上 に 設 け ら れ て い る 。
マ イ ク ロ ホ ン １ ０ の 作 動 時 に は 、 振 動 電 極 が 音 波 に 応 答 し て 固 定 電 極 に 対 し て 動 く の で 、
２ つ の 電 極 間 の キ ャ パ シ タ ン ス が 変 化 す る 。 ２ つ の 外 部 接 点 に 適 当 な 回 路 を 接 続 す る こ と
に よ り 、 こ の 変 化 す る キ ャ パ シ タ ン ス を 測 定 し 、 且 つ 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
画 素 ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ は Ｔ Ｆ Ｔ を 備 え て お り 、 且 つ こ れ ら の 画 素 は 、 図 ２ に 概 略 的 に 示
す よ う に （ こ こ で は 、 表 示 基 板 １ を 図 １ の 線 X１ － X２ を 通 る 断 面 に て 示 し て あ る ） 、 表 示
基 板 １ を 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ １ の 能 動 マ ト リ ッ ク ス 表 示 基 板 と し て 使 用 し 得 る よ う な 能 動
マ ト リ ッ ク ス ア レ イ を 形 成 す る 。 図 ２ で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ 及 び 接
点 １ ２ を 個 別 に 示 し て あ る 。 し か し な が ら 、 明 瞭 化 の た め に 、 線 X１ － X２ に 沿 う 画 素 ４ ，
５ ， ６ 及 び 他 の 表 示 要 素 は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 表 面 上 に 形 成 さ れ る 能 動 マ ト リ ッ ク ス 層
１ ４ と し て 一 緒 に 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ガ ラ ス プ レ ー ト ２ は 、 そ の 深 さ 全 体 に わ た り 延 在 す る キ ャ ビ テ ィ ２ ８ を 有 し て い る 。 マ イ
ク ロ ホ ン １ ０ は キ ャ ビ テ ィ ２ ８ の 上 に 形 成 さ れ る 。 キ ャ ビ テ ィ ２ ８ の 断 面 は ほ ぼ 円 形 と し
、 こ れ に よ り 、 後 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ を ほ ぼ 円 形 状 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
振 動 電 極 用 の 接 点 １ ２ は 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ の 隣 り で 、 能 動 マ ト リ ッ ク ス 層 １ ４ に よ っ て
覆 わ れ る 箇 所 以 外 の 位 置 に お け る ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 上 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
能 動 マ ト リ ッ ク ス 層 １ ４ に よ っ て 覆 わ れ る ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 領 域 は 、 下 記 の と お り 、 液
晶 表 示 領 域 を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 。 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ は 能 動 マ ト リ ッ ク ス 層 １ ４ の 上
に 堆 積 し た 液 晶 配 向 層 ２ ０ を 有 し て い る 。 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ １ は さ ら に 、 ガ ラ ス プ レ ー
ト ２ か ら 離 間 さ れ て 、 上 に 共 通 電 極 １ ８ を 有 す る 第 ２ ガ ラ ス プ レ ー ト １ ６ も 備 え て い る 。
こ の 第 ２ ガ ラ ス プ レ ー ト １ ６ は 、 共 通 電 極 １ ８ の 上 に 堆 積 し た 液 晶 配 向 層 ２ ２ を 有 し て い
る 。 ２ つ の ガ ラ ス プ レ ー ト ２ ， １ ６ の ２ つ の 配 向 層 ２ ０ と ２ ２ と の 間 に は 、 捩 れ ネ マ チ ッ
ク 液 晶 材 料 か ら 成 る 液 晶 層 ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 液 晶 層 ２ ４ の カ バ レ ー ジ 領 域 の 縁 部 に
お け る ２ つ の 配 向 層 ２ ０ と ２ ２ の 間 に は 、 シ ー ル ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 液 晶 表 示 デ バ イ
ス に お け る こ れ ら の も の 及 び 他 の デ ィ テ ー ル は 、 （ マ イ ク ロ ホ ン は 別 に し て 、 能 動 マ ト リ
ッ ク ス 層 １ ４ に 対 応 す る 領 域 に 関 す る 限 り で は 、 ） US 5,130,829に 開 示 さ れ て い る 液 晶 表
示 デ バ イ ス の も の と 同 じ で あ り 、 ま た 同 じ よ う に 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
液 晶 層 は 、 製 造 プ ロ セ ス を 簡 単 に す る た め に 、 マ イ ク ロ ホ ン の 上 方 に 延 在 さ せ る こ と も で
き 、 こ の 場 合 に 、 マ イ ク ロ ホ ン は 液 晶 層 を 通 過 す る 振 動 に よ っ て 依 然 音 波 に 応 答 す る も 、
こ の 場 合 に は 通 常 マ イ ク ロ ホ ン の 応 答 品 質 が 損 な わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ３ は 、 こ の 実 施 例 の 表 示 基 板 を 製 造 す る の に 用 い ら れ る 処 理 ス テ ッ プ を 示 す 。 こ れ ら の
処 理 ス テ ッ プ を 、 順 次 の 製 造 工 程 に お け る 表 示 基 板 １ の 要 部 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 ４ ａ ～
図 ４ ｆ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ ａ ～ 図 ４ ｆ で は 、 表 示 基 板 １ を 図 １ の 線 X１ － X３ を 通 る 断
面 、 即 ち 、 振 動 電 極 用 の 接 点 １ ２ 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ 及 び 単 一 画 素 ４ を 含 む 断 面 に よ っ て
示 し て あ る 。 し か し 、 画 素 ４ に つ い て 以 下 説 明 す る 処 理 手 順 は 、 実 際 に は 全 画 素 ア レ イ に
対 し て 同 時 に 行 な わ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ４ ａ に 示 し た 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 さ れ る 。 ス テ ッ プ ｓ ２ で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト
２ を 用 立 て る 。 ス テ ッ プ ｓ ４ で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 表 面 上 で 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ を 形
成 す べ き 箇 所 の 上 に 最 初 の 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 （ powderblast resist layer） ４ ２ を
堆 積 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ６ で は 、 金 属 層 を 堆 積 し 、 こ れ を パ タ ー ン 化 し て 、 画 素 ４ の Ｔ Ｆ Ｔ
を 形 成 す べ き 所 に ゲ ー ト ４ ４ を 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ８ で は 第 １ シ リ コ ン 窒 化 物 （ SiN）
層 ４ ８ 、 即 ち 、 絶 縁 層 を ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の ほ ぼ 全 領 域 に わ た っ て 堆 積 す る 。 ス テ ッ プ ｓ
１ ０ 及 び ｓ １ ２ で は 、 形 成 す る Ｔ Ｆ Ｔ 用 の ２ つ の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 層 を 堆 積 す る 。 特
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に 、 ス テ ッ プ ｓ １ ０ に て 、 ゲ ー ト ４ ４ 上 の 第 １ SiN層 ４ ８ の 上 に 、 未 だ ド ー プ し て な い ア
モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 層 ５ ０ を 堆 積 し 、 次 い で ス テ ッ プ ｓ １ ２ に て ｎ + ア モ ル フ ァ ス シ リ コ
ン 層 ５ ２ を 堆 積 し て 、 図 ４ ａ に 示 す 全 体 の 構 成 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ４ ｂ に 示 す さ ら な る 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ １ ４ に て 、 別 の 金 属
層 を 堆 積 し 、 こ れ を パ タ ー ン 化 し て 、 形 成 す べ き Ｔ Ｆ Ｔ 用 の ソ ー ス ５ ６ 及 び ド レ イ ン ５ ８
と 、 形 成 す る マ イ ク ロ ホ ン の マ イ ク ロ ホ ン 振 動 電 極 ６ ０ と し て 作 用 す る 電 極 と を 形 成 す る
。 こ の 際 、 ゲ ー ト ４ ４ の 上 方 の ｎ + ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 層 ５ ２ も 小 領 域 除 去 す る 。 こ の
よ う に し て 、 図 ４ ｂ に 示 す 全 体 の 構 成 の も の を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ４ ｃ に 示 す さ ら な る 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ １ ６ に て 、 ガ ラ ス プ
レ ー ト ２ の ほ ぼ 全 領 域 の 上 方 に 第 ２ SiN層 ６ ２ 、 即 ち 絶 縁 層 を 堆 積 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｔ
Ｆ Ｔ ６ ９ の 製 造 が 実 質 上 完 了 す る 。 ス テ ッ プ ｓ １ ８ で は 、 第 ２ SiN層 ６ ２ に 貫 通 孔 、 特 に
ド レ イ ン ５ ８ の 上 に 孔 ６ ６ を 、 そ し て マ イ ク ロ ホ ン の 振 動 電 極 ６ ０ の 延 長 部 分 上 に 孔 ６ ８
を エ ッ チ ン グ し て 形 成 す る 。 こ の よ う に し て 、 図 ４ ｃ に 示 す 全 体 の 構 成 の も の を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ４ ｄ に 示 す 追 加 の 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ２ ０ に て 、 第 ２ SiN層
６ ２ 及 び こ の 層 に お け る 孔 ６ ４ ， ６ ６ 及 び ６ ８ の 上 に イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） 製 の
透 明 電 極 層 を 堆 積 し 、 こ れ を パ タ ー ン 化 し て 、 画 素 電 極 ７ ２ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ９ の ド レ イ ン ５ ８
を 画 素 電 極 ７ ２ に 接 続 す る ド レ イ ン 端 子 ７ ４ 、 マ イ ク ロ ホ ン の 固 定 電 極 ７ ６ と し て 作 用 す
る 電 極 、 図 １ に つ き 前 述 し た マ イ ク ロ ホ ン の 固 定 電 極 用 接 点 １ ３ （ こ れ は 図 １ の 断 面 線 X

１ － X３ 上 に は な い の で 、 図 ４ ｄ に は 示 し て な い ） 及 び マ イ ク ロ ホ ン の 振 動 電 極 ６ ０ 用 の
（ 図 １ 及 び 図 ２ に つ き 前 述 し た ） 接 点 １ ２ を 形 成 す る 。 マ イ ク ロ ホ ン の 固 定 電 極 ７ ６ は 作
動 中 ほ ぼ 静 止 し た ま ま と な る も 、 前 述 し た マ イ ク ロ ホ ン の 振 動 電 極 ６ ０ は 振 動 し 得 る よ う
に す る た め に 、 Ｉ Ｔ Ｏ 層 の 厚 さ は 、 第 １ SiN層 ４ ８ と マ イ ク ロ ホ ン の 振 動 電 極 ６ ０ と の 接
合 厚 さ よ り も 、 Ｉ Ｔ Ｏ 層 に 含 ま れ る 物 質 の 相 対 剛 性 率 に 応 じ た 量 だ け 厚 く す る 。 マ イ ク ロ
ホ ン の 固 定 電 極 ７ ６ は 、 そ れ に ギ ャ ッ プ ８ ０ ， ８ １ ， ８ ２ 及 び ８ ３ を 含 む よ う に パ タ ー ン
化 し て 、 マ イ ク ロ ホ ン の 固 定 電 極 ７ ６ を 上 か ら 見 た 場 合 に 、 そ れ が メ ッ シ ュ 状 と な る よ う
に す る 。 （ マ イ ク ロ ホ ン を 完 成 さ せ る と 、 こ れ ら の ギ ャ ッ プ は 後 に 詳 述 す る よ う に 、 音 響
空 気 孔 を 成 す 。 ） こ の よ う に し て 、 図 ４ ｄ に 示 す 全 体 の 構 成 の も の を 得 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ４ ｅ に 示 す 追 加 の 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ２ ２ で は 、 マ イ ク ロ ホ
ン １ ０ を 形 成 す べ き 箇 所 に 相 当 す る 領 域 を 除 く ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 底 部 表 面 の 全 領 域 上 に
第 ２ の 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ３ を 堆 積 す る 。 こ の 例 で は 、 キ ャ ビ テ ィ の 直 径 を １ ｍ ｍ
～ ２ ｍ ｍ と す る が 、 一 般 に こ の 大 き さ は 、 マ イ ク ロ ホ ン に 必 要 と さ れ る 音 響 レ ス ポ ン ス に
従 っ て 変 え る こ と が で き る 。 ス テ ッ プ ｓ ２ ４ で は 、 鉄 の ペ レ ッ ト を 用 い る 粉 体 ブ ラ ス チ ン
グ に よ り 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 底 部 表 面 に 、 こ の ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 深 さ 全 体 に わ た る キ
ャ ビ テ ィ ２ ８ を 形 成 す る 。 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ 処 理 中 に 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 底 部 表 面 に お
け る 残 り の 領 域 は 第 ２ の 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ３ に よ っ て 保 護 さ れ る 。 キ ャ ビ テ ィ の
完 成 に 近 づ く と 、 即 ち 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ 作 業 が キ ャ ビ テ ィ 領 域 内 の 第 １ SiN層 ４ ８ の 底 面
に 向 か っ て 進 む と 、 こ の 第 １ SiN層 ４ ８ は 第 １ の 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ に よ っ て 保
護 さ れ る 。 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ 処 理 中 は 、 全 構 体 の 頂 部 表 面 を 、 例 え ば 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ す
る 前 に 、 そ れ に 被 着 す る 有 機 ホ ト レ ジ ス ト の よ う な 層 に よ っ て 随 意 保 護 し 、 後 に そ れ を エ
ッ チ ン グ し て 除 去 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ガ ラ ス プ レ ー ト の 前 側 は 、 例 え ば 粉 体 ブ ラ
ス チ ン グ 中 こ の ガ ラ ス プ レ ー ト に 取 り 付 け る プ レ ー ト （ 例 え ば 、 金 属 プ レ ー ト ） に よ っ て
保 護 す る こ と も で き る 。 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ 処 理 及 び 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に 対 す る レ ジ ス ト 層
の さ ら な る 詳 細 に つ い て も 後 に 説 明 す る 。 こ の よ う に し て 、 図 ４ ｅ に 示 す 全 体 の 構 成 の も
の を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ４ ｆ に 示 す 追 加 の 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ２ ６ で は 、 粉 体 ブ ラ ス
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ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ 及 び ４ ３ を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 除 去 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ２ ８ で は 、
マ イ ク ロ ホ ン １ ０ を 形 成 す べ き 箇 所 の 第 ２ SiN層 ６ ２ を エ ッ チ ン グ し て 除 去 す る 。 こ れ に
よ り 、 マ イ ク ロ ホ ン の 固 定 電 極 ７ ６ と マ イ ク ロ ホ ン の 振 動 電 極 ６ ０ と の 間 に 音 響 キ ャ ビ テ
ィ ９ ２ が 残 り 、 従 っ て 前 述 し た ギ ャ ッ プ ８ ０ ， ８ １ ， ８ ２ 及 び ８ ３ に よ っ て 音 響 キ ャ ビ テ
ィ ９ ２ に つ な が る 音 響 空 気 孔 を 形 成 す る 。 こ の 箇 所 に お け る 第 ２ SiN層 ６ ２ を 除 去 す る こ
と の さ ら な る 効 果 は 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ８ の 上 方 箇 所 に 第 １ SiN層 ４ ８ と 、 キ ャ ビ テ ィ の 上 に
懸 垂 さ れ る マ イ ク ロ ホ ン 振 動 電 極 ６ ０ と が 残 る こ と に あ る 。 こ の よ う に し て 、 マ イ ク ロ ホ
ン 振 動 電 極 ６ ０ と 、 こ れ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ SiN層 ４ ８ と が 一 緒 に な っ て マ イ ク ロ ホ ン
１ ０ の 振 動 ダ イ ア フ ラ ム ９ ４ を 形 成 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ ｓ ２ ８ で 第 ２ SiN層 ６ ２ を 除
去 す る こ と に よ っ て 、 音 響 キ ャ ビ テ ィ ９ ２ に 沿 う マ イ ク ロ ホ ン 固 定 電 極 ７ ６ 及 び 振 動 ダ イ
ア フ ラ ム ９ ４ と 、 固 定 電 極 に よ り 規 定 さ れ る 音 響 空 気 孔 ８ ０ ， ８ １ ， ８ ２ 及 び ８ ３ を 備 え
る マ イ ク ロ ホ ン １ ０ を 完 成 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ４ ｆ に は 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ 以 外 の 他 の 完 成 機 能 ア イ テ ム と し て 画 素 ４ 及 び マ イ ク ロ ホ
ン 振 動 電 極 接 点 １ ２ も 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
画 素 ４ は 、 画 素 電 極 ７ ２ 及 び そ の 関 連 す る Ｔ Ｆ Ｔ ６ ９ を 備 え て い る 。 画 素 ４ （ 及 び 他 の 画
素 、 並 び に ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 残 部 領 域 に お け る ゲ ー ト リ ー ド の 如 き 、 図 示 し て な い 他 の
Ｔ Ｆ Ｔ の 接 続 部 ） は 図 １ 及 び 図 ２ に つ き 前 述 し た 能 動 マ ト リ ッ ク ス 層 １ ４ に 形 成 す る 表 示
要 素 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 実 施 例 で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト の 厚 さ を １ ｍ ｍ と す る も 、 そ れ は 任 意 の 都 合 の 良 い 厚 さ
と す る こ と も で き 、 ま た 、 様 々 な 堆 積 層 の 各 厚 さ は 、 こ の 例 で は ２ ミ ク ロ ン と す る 第 ２ Si
N層 ６ ２ と 、 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ 及 び ４ ３ と を 除 け ば 、 標 準 の Ｔ Ｆ Ｔ の 製 造 プ ロ
セ ス と 同 様 に 、 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 乃 至 １ ミ ク ロ ン と す る 。 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ 及 び ４
３ に つ い て は 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。 第 ２ SiN層 ６ ２ の 厚 さ は 、 完 成 マ イ ク ロ ホ ン の 音 響 チ
ャ ン バ の 高 さ を 規 定 し 、 従 っ て そ の 厚 さ は 実 際 に は マ イ ク ロ ホ ン に 必 要 と さ れ る 音 響 レ ス
ポ ン ス 特 性 に 従 っ て 選 定 す べ き で あ る 。 し か し な が ら 、 層 の 厚 さ が 厚 く な れ ば な る ほ ど 、
そ の 形 成 に 時 間 が か か る 製 造 コ ス ト と の 兼 ね 合 い が あ り 、 さ ら に こ の 例 で は 、 最 適 な Ｔ Ｆ
Ｔ 特 性 と の 兼 ね 合 い も あ る 。 従 っ て 、 第 ２ SiN層 ６ ２ の 厚 さ は 、 こ う し た 兼 ね 合 い に 鑑 み
て 望 ま れ る よ う に 選 択 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
特 に 明 記 し な い 限 り 、 い ず れ の 層 も 慣 例 の 態 様 で 堆 積 し 、 且 つ パ タ ー ン 化 し 、 ま た 、 例 え
ば US　 5,130,829に 記 載 さ れ て い る よ う な 標 準 の ホ ト リ ソ グ ラ フ ィ ッ ク 及 び エ ッ チ ン グ 技
法 を 用 い て エ ッ チ ン グ す る 。 表 示 基 板 １ に お け る マ イ ク ロ ホ ン １ ０ の 一 体 化 に 関 連 す る 部
分 以 外 の 部 分 （ 即 ち 、 画 素 ４ 、 他 の 画 素 及 び ゲ ー ト リ ー ド 線 や 図 示 し て な い 他 の 外 部 接 続
線 、 行 及 び 列 ア ド レ ス 導 体 の よ う な 図 示 し て な い 他 の 能 動 マ ト リ ッ ク ス コ ン ポ ー ネ ン ト ）
も 同 様 に 、 US　 5,130,829に 記 載 さ れ て い る よ う な 慣 例 の 態 様 に て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
上 記 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ ｓ ２ ４ に て 実 行 さ れ る 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ プ ロ セ ス は 粉 体 ブ ラ ス チ
ン グ の 一 例 で あ り 、 こ れ は 固 体 材 料 を 機 械 的 に 除 去 す る 既 知 の 方 法 で あ る 。 粉 体 ブ ラ ス チ
ン グ 及 び 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 に つ い て は 、 例 え ば 、 H.J. Lighart , P.J. Slikkervee
r , F.H. In’ t Veld , P.H.W. Swinkels及 び M.H. Zonneveldに よ る 文 献 “ Philips Journ
al of Research” Vol.50, No. 3/4 p.475-499 (1996)に 記 載 さ れ て い る 。 粉 体 ブ ラ ス チ ン
グ は 、 例 え ば 幾 つ か の タ イ プ の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 製 造 に お い て リ ブ 構 体 を 形
成 す る の に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
本 実 施 例 で は 、 第 ２ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ３ が 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ ス テ ッ プ ｓ ２ ４ を 通
し て 粉 体 ブ ラ ス ト さ れ る た め 、 こ の 層 は 比 較 的 丈 夫 で 、 厚 い 層 と す る 必 要 が あ る 。 こ の 第
２ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ３ 用 に 用 い る 材 料 は 、 オ ラ ン ダ の UCB　 Chemicals社 か ら 市 販
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さ れ て い る 、 ポ リ ウ レ タ ン ア ク リ レ ー ト を 主 成 分 と す る 感 光 性 の 弾 性 ポ リ マ で あ る Ebecry
l 270 T M と す る 。 こ れ は 液 状 に な り 、 ド ク タ ー ブ レ ー ド を 用 い て 被 着 し て 、 約 １ ０ ０ ミ ク
ロ ン の 厚 さ に す る 。 次 い で こ れ を 、 ホ ト リ ソ グ ラ フ ィ 法 を 用 い て パ タ ー ン 化 す る 。 他 の ポ
リ マ 又 は マ ス ク 材 料 を 代 わ り に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
し か し な が ら 、 第 １ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ は 、 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ ス テ ッ プ ｓ ２ ４ に
よ っ て ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の ほ ぼ 全 厚 を 除 去 し 終 え て か ら の 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に 曝 さ れ る だ
け で あ る 。 こ の た め に 、 第 １ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ に は 薄 い 層 及 び /又 は 弱 い 材 料
を 用 い る こ と が で き 、 従 っ て こ の 例 で は 第 １ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ と し て ポ リ イ ミ
ド を 用 い 、 こ れ を ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ に よ っ て （ ス テ ッ プ ｓ ４ に て ） 数 ミ ク ロ ン の 厚 さ に
被 着 し 、 ま た 、 こ れ を ホ ト リ ソ グ ラ フ ィ 法 を 用 い て パ タ ー ン 化 す る 。 こ の 薄 い ポ リ イ ミ ド
層 の 使 用 は 特 に 、 後 に そ の 上 に 堆 積 し て マ イ ク ロ ホ ン １ ０ を 形 成 す る 薄 い 層 と コ ン パ チ ブ
ル で あ る 。 し か し 、 ポ リ イ ミ ド は 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に 対 す る 耐 性 が 最 適 な も の で は な い の
で 、 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ ス テ ッ プ ｓ ２ ４ は 、 こ の ポ リ イ ミ ド 層 が キ ャ ビ テ ィ ２ ８ に 対 す る ガ
ラ ス を 除 去 す る の に 必 要 と さ れ る 最 小 限 の 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に 曝 さ れ る だ け と す る よ う に
、 慎 重 に 調 整 す る の が 好 適 で あ る 。 他 の 例 で は 、 こ の よ う な 慎 重 な 調 整 （ 又 は 等 価 的 な プ
ロ セ ス 制 御 ） は 、 第 １ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ２ 用 に 厚 い 及 び /又 は 丈 夫 な 材 料 を 用 い
た り 、 例 え ば 第 ２ 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ４ ３ に 用 い る の と 同 じ 材 料 を 用 い る こ と に よ っ
て 緩 和 さ せ る こ と が で き る も 、 こ の よ う に す る と 層 厚 が 比 較 的 厚 く な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 他 の 例 で は 、 鉄 の ペ レ ッ ト 以 外 の 粉 体 、 例 え ば ガ ラ ス ビ ー ズ 、 シ リ カ 又 は ア ル ミ ナ
粒 を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 ガ ラ ス を 除 去 し て キ ャ ビ テ ィ ２ ８ を 形 成 す る の に 、 粉 体
ブ ラ ス チ ン グ の 代 わ り に 他 の 機 械 的 な 手 段 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ガ ラ ス プ レ ー ト ２ の 代 わ り に 、 例 え ば 幾 つ か の 液 晶 表 示 デ バ イ ス に 用 い ら れ て い る よ う な
石 英 又 は プ ラ ス チ ッ ク プ レ ー ト の よ う な 、 他 の 材 料 製 の プ レ ー ト を 用 い る こ と も で き る 。
さ ら に 、 例 え ば 所 謂 液 晶 オ ン － シ リ コ ン （ LCOS） 表 示 デ バ イ ス に 用 い ら れ る よ う な シ リ コ
ン プ レ ー ト を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
Ｔ Ｆ Ｔ ６ ９ を 形 成 す る た め の 上 述 し た プ ロ セ ス は 、 透 過 型 表 示 デ バ イ ス 用 の 能 動 マ ト リ ッ
ク ス 基 板 を 形 成 す る 標 準 の ６ -マ ス ク 底 部 ゲ ー ト の バ ッ ク チ ャ ネ ル エ ッ チ ン グ 法 で あ る 。
Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 す る の に 、 他 の タ イ プ の プ ロ セ ス （ 例 え ば 、 頂 部 ゲ ー ト 、 電 界 遮 蔽 画 素 、 又
は 底 部 ゲ ー ト エ ッ チ ス ト ッ プ 法 ） を 用 い る こ と も で き 、 こ の う ち の 幾 つ か は マ ス ク 長 の 短
い も の を 用 い る 。 さ ら に 、 表 示 基 板 は 、 透 過 型 の も の で な く 、 反 射 型 又 は 透 過 反 射 兼 用 型
の 表 示 基 板 と す る こ と も で き る 。 さ ら に ま た 、 本 発 明 は 他 の タ イ プ の 能 動 マ ト リ ッ ク ス 表
示 基 板 、 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ で は な く 、 薄 膜 ダ イ オ ー ド を 用 い る も の に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 述 し た 例 の 特 に 有 利 な 点 は 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ０ を 作 る の に 用 い る す べ て の 層 が Ｔ Ｆ Ｔ ６
９ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る た め 、 全 生 産 工 程 が 簡 単 に な る こ と に あ る 。 し か し 、 他 の 実
施 例 で は 、 こ の よ う な 層 の う ち １ つ 以 上 を 、 Ｔ Ｆ Ｔ 領 域 と マ イ ク ロ ホ ン 領 域 と で 別 々 に 堆
積 し 、 そ の 厚 さ 及 び /又 は 材 料 の 選 定 を Ｔ Ｆ Ｔ 及 び マ イ ク ロ ホ ン 用 に 別 々 に 最 適 化 し 得 る
よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
他 の 例 で は 、 マ イ ク ロ ホ ン を 能 動 表 示 基 板 で な く 、 受 動 表 示 基 板 、 即 ち 上 に 共 通 電 極 １ ８
を 有 し て い る ガ ラ ス プ レ ー ト １ ６ の 上 に 集 積 化 す る こ と も で き る 。 こ れ は 処 理 フ ロ ー の 見
地 で の 共 有 性 は 劣 る が 、 こ れ で も 表 示 デ バ イ ス 及 び 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 必 要 と す る 最
終 製 品 に と っ て は ス ペ ー ス の 節 約 等 の 点 で 、 少 な く と も あ る 程 度 は 先 に 述 べ た 利 点 を 依 然
も た ら す こ と に な る 。 同 様 に 、 他 の 例 で は 、 マ イ ク ロ ホ ン を 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 一 方 の 表
示 基 板 上 に 集 積 化 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 に 、 双 方 の 表 示 基 板 を 受 動 タ イ プ 、 即 ち 受 動
マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 デ バ イ ス と す る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
本 発 明 は 、 適 当 な 表 示 基 板 を 備 え て い る 任 意 タ イ プ の 表 示 デ バ イ ス に 適 用 す る こ と も で き
る 。 こ れ に は 特 に 次 ぎ の よ う な も の 、 即 ち 、 プ ラ ズ マ 表 示 デ バ イ ス 、 電 界 放 出 表 示 デ バ イ
ス 、 ポ リ マ 発 光 ダ イ オ ー ド 表 示 デ バ イ ス 及 び 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 表 示 デ バ イ ス が 含 ま れ る
。 プ ラ ズ マ 表 示 デ バ イ ス の 場 合 に は 、 そ の 生 産 工 程 に お い て 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ を 予 め 用 い
る 場 合 に 、 生 産 工 程 の 能 率 化 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
上 述 し た 例 で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト の 上 か ら 見 た マ イ ク ロ ホ ン の 形 状 を ほ ぼ 円 形 と す る 。 こ
の 形 状 は マ ス ク （ 即 ち 、 ホ ト レ ジ ス ト 及 び 粉 体 ブ ラ ス ト 用 の レ ジ ス ト ） に よ っ て 規 定 さ れ
る だ け で あ る か ら 、 必 要 に 応 じ て 、 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ の 使 用 に 有 利 な 他 の 形 状 の も の を 用
い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 述 し た 例 の コ ン デ ン サ タ イ プ の マ イ ク ロ ホ ン の 代 わ り に 、 他 の タ イ プ の マ イ ク ロ ホ ン 、
例 え ば 、 エ レ ク ト レ ッ ト マ イ ク ロ ホ ン を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 述 し た 例 に て 形 成 す る マ イ ク ロ ホ ン は 、 そ れ を そ の ２ つ の 電 極 間 に 静 電 界 を か け て 励 起
す る 場 合 に は 、 ス ピ ー カ と し て 用 い る こ と も で き る 。 静 電 界 を 変 え る こ と に よ り （ 即 ち 、
２ つ の 電 極 間 に 供 給 す る 交 流 電 圧 を 変 え る こ と に よ り ） 、 振 動 ダ イ ア フ ラ ム を 動 か し て 、
必 要 な 音 を 発 生 さ せ る 。 他 の 例 で は 、 表 示 基 板 の 上 に マ イ ク ロ ホ ン の 代 わ り に 圧 電 ブ ザ ー
を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
さ ら に 他 の 例 で は 、 表 示 基 板 の 上 に 単 一 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 代 わ り に 、 単 一 又 は 複
数 の マ イ ク ロ ホ ン と 、 ス ピ ー カ 又 は 圧 電 ブ ザ ー と の 組 合 わ せ か ら 成 る ２ つ 以 上 の 音 響 ト ラ
ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
表 示 要 素 及 び 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 用 に 用 い ら れ る 薄 膜 層 は 、 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 作
動 に 必 要 と さ れ る 集 積 半 導 体 回 路 を 形 成 す る の に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
上 述 し た 例 で の 処 理 効 率 は 、 表 示 基 板 を ガ ラ ス プ レ ー ト 上 に 構 築 し て 、 表 示 要 素 及 び 音 響
ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 平 行 に 形 成 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 既 に 述 べ た よ う に 、 １ つ 以
上 の 層 を 表 示 要 素 又 は 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 用 に 別 々 に 最 適 化 す る こ と が 望 ま れ る 場 合 に
は 、 個 々 の 層 を そ れ ぞ れ の 領 域 に 別 々 に 堆 積 し て 処 理 し 、 他 の 領 域 は 層 が 堆 積 さ れ な い よ
う に マ ス ク し た り 、 又 は 不 必 要 な 層 を そ こ か ら 除 去 す る 。 し か し 、 状 況 に よ っ て は 、 音 響
ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 及 び 表 示 要 素 を 表 示 基 板 上 に 全 く 別 の 処 理 、 即 ち 先 ず 表 示 要 素 を 形 成 し
、 次 い で 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る か 、 又 は そ の 逆 と す る こ と に よ っ て 、 総 生 産 効
率 を 高 め る こ と も で き る 。 こ れ は 、 例 え ば 標 準 設 計 の 表 示 領 域 を 様 々 な タ イ プ 、 個 数 、 大
き さ 、 或 い は 位 置 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ と 組 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 に 云 え る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
さ ら に 、 上 述 し た 例 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 部 分 だ け を 形 成 す る こ と に よ り 、 表 示 要 素
を 持 た な い 個 別 の 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 別 個 に 形 成 す る の に 特 に 好 適 な 他 の 例 を 図 ５ ～ 図 ７ に つ き 説 明 す
る 。 図 １ ～ 図 ４ の 例 と 同 じ よ う に 、 図 ５ ～ 図 ７ の 例 に よ っ て 、 表 示 基 板 上 に （ 前 も っ て か
、 又 は 後 に 加 え ら れ る 表 示 要 素 と 一 緒 に ） 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 し た り 、 音 響 ト ラ
ン ス ジ ュ ー サ の 部 分 だ け を 形 成 す る こ と に よ り 、 表 示 要 素 を 持 た な い 各 別 の 音 響 ト ラ ン ス
ジ ュ ー サ を 形 成 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 ５ は 、 さ ら な る コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 例 に 用 い ら れ る 処 理 ス テ ッ プ を 示 す 。 こ れ ら
の 処 理 工 程 を マ イ ク ロ ホ ン の 要 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 ６ ａ 及 び 図 ６ ｂ に よ っ て 説 明 す

10

20

30

40

50

(11) JP 2004-524574 A 2004.8.12



る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 ６ ａ に 示 す 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ４ ０ で は 、 厚 さ ０ ． ７ ｍ ｍ の
ガ ラ ス プ レ ー ト １ ０ ２ を 用 立 て る 。 ス テ ッ プ ｓ ４ ２ で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト １ ０ ２ の 底 部 表
面 上 に 底 部 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 １ ０ ４ を 堆 積 し 、 こ れ を パ タ ー ン 化 し て 、 マ イ ク ロ ホ
ン を 形 成 す べ き 箇 所 に 相 当 す る 領 域 に ギ ャ ッ プ １ ０ ５ を 形 成 し 、 且 つ ガ ラ ス プ レ ー ト １ ０
２ の 頂 部 表 面 上 に 頂 部 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 １ ０ ６ を 堆 積 す る 。 こ の 例 で は 、 双 方 の 粉
体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 を 最 初 の 主 実 施 例 に つ き 前 述 し た 、 オ ラ ン ダ の UCB　 Chemicals社 か
ら 市 販 さ れ て い る Ebecryl 270 T M と し 、 そ の 厚 さ を 約 １ ０ ０ ミ ク ロ ン と す る 。 本 例 で は さ
ら に 、 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 の 選 択 に 関 す る 可 能 性 及 び 影 響 は 最 初 の 主 実 施 例 に お け る
場 合 と 同 じ と す る 。 ス テ ッ プ ｓ ４ ４ で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト １ ０ ２ の 頂 部 層 表 面 上 に 様 々 な
層 を 順 次 堆 積 し 、 各 層 の 厚 さ を ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ １ ミ ク ロ ン と す る が 、 他 の 例 と 同 様 に こ れ
ら の 層 厚 は 必 要 に 応 じ て 変 え る こ と が で き る こ と は 勿 論 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 層 は 、 堆 積 順
に 、 第 １ SiN層 （ 即 ち 、 絶 縁 層 ） １ ０ ８ 、 底 部 ク ロ ム 層 １ １ ０ （ 導 体 と し て 作 用 す る ） 、
ア ル ミ ニ ウ ム 層 １ １ ２ （ 犠 牲 層 と し て 作 用 す る ） 、 第 ２ SiN層 （ 即 ち 、 絶 縁 層 ） １ １ ４ 及
び 頂 部 ク ロ ム （ 又 は 他 の 金 属 ） 層 １ １ ６ （ 導 体 と し て 作 用 す る ） と す る 。 こ の よ う に し て
、 図 ６ ａ に 示 す 全 体 の 構 成 の も の を 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
図 ６ ｂ に 示 す 追 加 の 要 部 は 次 ぎ の よ う に し て 形 成 す る 。 ス テ ッ プ ｓ ４ ６ で は 、 粉 体 ブ ラ ス
チ ン グ を 行 な っ て 、 マ イ ク ロ ホ ン の ダ イ ア フ ラ ム を 形 成 す べ き 箇 所 に 、 ガ ラ ス プ レ ー ト １
０ ２ の 深 さ 全 体 に 延 在 す る キ ャ ビ テ ィ １ ２ ０ を こ の ガ ラ ス プ レ ー ト １ ２ ０ に 形 成 す る 。 ス
テ ッ プ ｓ ４ ８ で は 、 選 択 し た 箇 所 に お け る 様 々 な 層 、 即 ち 、 頂 部 粉 体 レ ジ ス ト 層 １ ０ ６ か
ら キ ャ ビ テ ィ １ ２ ０ の 箇 所 に 残 存 し て い る 粉 体 ブ ラ ス ト レ ジ ス ト 層 ； キ ャ ビ テ ィ １ ２ ０ の
箇 所 に お け る 犠 牲 的 な ア ル ミ ニ ウ ム 層 １ １ ２ ； 及 び （ 音 響 空 気 孔 及 び 下 に あ る 層 へ の 電 気
的 接 点 を 形 成 す る た め の ） 第 ２ SiN層 １ １ ４ 及 び 頂 部 金 属 層 １ １ ６ に お け る 選 択 領 域 を 除
去 す る 。 こ れ に よ り 、 振 動 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ ２ （ こ の 振 動 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ ２ は 、 キ ャ ビ
テ ィ １ ２ ０ の 上 方 箇 所 に お け る 第 １ SiN層 １ ０ ８ と 、 底 部 ク ロ ム 層 １ １ ０ と か ら 成 る ） と
、 固 定 電 極 構 体 １ ２ ４ （ こ の 固 定 電 極 構 体 １ ２ ４ は 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ ２ の 上 方 箇 所 に お
け る 頂 部 金 属 層 １ １ ６ と 第 ２ SiN層 １ １ ４ と か ら 成 り 、 さ ら に 、 そ こ に 音 響 空 気 孔 １ ２ ９
を 備 え て い る ） と 、 固 定 電 極 用 の 接 点 １ ２ ８ 及 び 振 動 電 極 用 の 接 点 １ ２ ６ と を 具 え て い る
マ イ ク ロ ホ ン １ ３ ０ を 完 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
最 初 の 主 実 施 例 の マ イ ク ロ ホ ン に つ い て 述 べ た よ う に 、 図 ６ ｂ の 構 成 は マ イ ク ロ ホ ン 以 外
の ス ピ ー カ を 形 成 す る の に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
上 述 し た い ず れ の 例 に お い て も 、 上 に 振 動 ダ イ ア フ ラ ム を 位 置 さ せ る キ ャ ビ テ ィ は 、 ガ ラ
ス プ レ ー ト （ 例 え ば 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ 又 は ガ ラ ス プ レ ー ト １ ０ ２ ） か ら そ の 材 料 を 除 去
す る こ と に よ っ て 形 成 す る 。 他 の 例 で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト と 振 動 ダ イ ア フ ラ ム を 形 成 す る
層 と の 間 に １ つ 以 上 の 犠 牲 的 な 層 を 設 け る こ と に よ っ て キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る こ と も で き
、 こ の 場 合 に は 、 犠 牲 的 な 層 を 除 去 す る こ と に よ っ て 空 に な っ た 空 所 に キ ャ ビ テ ィ が 形 成
さ れ る 。 犠 牲 的 な 層 に は 、 例 え ば SiN,　 Al又 は ホ ト レ ジ ス ト の 如 き 有 機 材 料 を 含 む 適 当 な
材 料 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
さ ら に 他 の 例 で は 、 図 ７ ａ に 概 略 的 に 示 す 圧 電 ブ ザ ー を 備 え る 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形
成 す る 。 圧 電 ブ ザ ー ２ ０ １ は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ２ ０ ２ の 深 さ 全 体 に わ た り 延 在 す る よ う に
、 こ の ガ ラ ス プ レ ー ト に 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に よ り 形 成 さ れ る 、 長 方 形 で 、 音 響 特 性 に 必 要
と さ れ る 大 き さ 、 こ の 例 で は １ ０ ｍ ｍ ｘ １ ０ ｍ ｍ の キ ャ ビ テ ィ ２ ０ ４ を 有 す る ガ ラ ス プ レ
ー ト ２ ０ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
圧 電 材 料 、 本 例 で は ジ ル コ ン 酸 チ タ ン 酸 鉛 （ Ｐ Ｚ Ｔ ） 製 の 正 方 形 の プ レ ー ト で 、 厚 さ が 音
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響 特 性 に 必 要 と さ れ る １ ０ ０ ミ ク ロ ン 程 度 で 、 面 積 が １ ０ ｍ ｍ ｘ １ ０ ｍ ｍ の 圧 電 材 料 プ レ
ー ト ２ ０ ６ の 頂 部 と 底 部 表 面 に そ れ ぞ れ 電 極 ２ ０ ８ 及 び ２ １ ０ を 設 け る 。 こ の 圧 電 材 料 プ
レ ー ト ２ ０ ６ を ガ ラ ス プ レ ー ト ２ ０ ２ に 接 着 し て 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ０ ４ を 覆 う よ う に し て 、
圧 電 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る 。 本 例 で は 、 圧 電 材 料 製 の プ レ ー ト ２ ０ ６ を 、 そ の 正 方
形 の 領 域 の ほ ぼ 全 周 に 沿 っ て ガ ラ ス プ レ ー ト ２ ０ ２ に 接 着 し て 、 ダ イ ア フ ラ ム を 形 成 す る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
圧 電 材 料 の プ レ ー ト ２ ０ ６ は 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ０ ４ の 領 域 よ り も 僅 か に 小 さ く 作 り 、 そ の 一
辺 に 沿 っ て の み ガ ラ ス プ レ ー ト に 接 着 し て 、 図 ７ ｂ に 示 す よ う に 片 持 ば り を 形 成 す る よ う
に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ダ イ ア フ ラ ム 又 は 片 持 ば り は 、 粉 体 ブ ラ ス チ ン グ に よ っ て 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ０ ４ と は 異 な り
、 図 ７ ｃ （ ダ イ ア フ ラ ム 用 ） 及 び 図 ７ ｄ （ 片 持 ば り 用 ） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス プ レ ー ト の
或 る 深 さ に ま で し か 延 在 し な い キ ャ ビ テ ィ ２ １ ２ の 上 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
両 面 に 電 極 を 有 す る 圧 電 材 料 の プ レ ー ト ２ ０ ６ は 、 圧 電 材 料 製 の 大 き な シ ー ト に お け る そ
れ ぞ れ の 領 域 の 上 に 複 数 の 電 極 を 被 着 し 、 こ の 電 極 被 着 シ ー ト を 個 々 の 電 極 被 着 プ レ ー ト
２ ０ ６ に 切 り 出 す こ と に よ っ て 首 尾 良 く 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
キ ャ ビ テ ィ ２ ０ ４ ， ２ １ ２ 及 び 圧 電 材 料 の プ レ ー ト ２ ０ ６ は 、 正 方 形 以 外 の 形 状 に 作 る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
圧 電 ブ ザ ー ２ ０ １ は 、 ２ つ の 電 極 ２ ０ ８ と ２ １ ０ と の 間 に 交 流 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り
作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
表 示 基 板 （ 例 え ば 、 液 晶 表 示 基 板 ） 及 び 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ （ 例 え ば 、 マ イ ク ロ ホ ン ）
の 形 成 に つ き 述 べ た 上 記 例 は い ず れ も 例 証 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は 他 の 適 当 な タ イ プ の 表 示 基
板 及 び /又 は 音 響 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 形 成 す る の に 適 用 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 材 料
の 種 類 及 び 厚 さ の よ う な そ れ ぞ れ の 層 の 特 徴 も 単 な る 例 に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
従 っ て 、 本 発 明 は 上 述 し た 例 の み に 限 定 さ れ る も の で な く 、 幾 多 の 変 更 を 加 え 得 る こ と は
当 業 者 に 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 集 積 化 し た マ イ ク ロ ホ ン を 有 す る 表 示 基 板 の 一 部 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 表 示 基 板 を 備 え て い る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 表 示 基 板 を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 処 理 ス テ ッ プ を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 ａ ～ ｆ は 図 ３ の 処 理 進 行 に 応 じ た 表 示 基 板 の 要 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 形 成 す る の に 用 い る 処 理 ス テ ッ プ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 ６ 】 ａ 及 び ｂ は 図 ５ の 処 理 進 行 に 応 じ た コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 要 部 の 構 成 を 概 略
的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 キ ャ ビ テ ィ を 覆 う ダ イ ア フ ラ ム を 備 え て い る 圧 電 ブ ザ ー の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ ｂ 】 キ ャ ビ テ ィ 上 方 に 片 持 ば り を 備 え て い る 圧 電 ブ ザ ー の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ ｃ 】 キ ャ ビ テ ィ を 覆 う ダ イ ア フ ラ ム を 備 え て い る 他 の 圧 電 ブ ザ ー の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ ｄ 】 キ ャ ビ テ ィ 上 方 に 片 持 ば り を 備 え て い る 圧 電 ブ ザ ー の 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ５ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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